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三菱重工業（株）と新日本製鐵（株）のコンテナ船に関する共同技術開発について

世界で初めての大型コンテナ船への４７キロ級高強度鋼板の採用、 
および船体の大型化に合わせた安全設計の実現 

 
三菱重工業株式会社（以下、三菱重工）と新日本製鐵株式会社（以下、新日鉄）は共同で、

大型コンテナ船に世界で初めて降伏応力 47 キロ級高強度鋼板（ハイテン※1）を、構造上最も

重要な縦強度部材※2に採用する。コンテナ船は輸送効率の点から大型化が著しく、使用され

る鋼材の厚手化が進んでいるが、厚手化すると靭性(ねばり)※3が低下する傾向がある。高強

度・薄手化に加え高靭性化を達成した今回の開発鋼を採用することで、軽量化・燃料（エネル

ギー）効率の向上に寄与するだけでなく、従来以上に船体の信頼性向上を図ることができる。 
 
本船は三菱重工長崎造船所で建造し、鋼板は新日鉄大分製鐵所で製造する。本船の建造

は最先端の技術の結実であり、両社は今後とも船体の高性能化と船舶の安全性をより高い次

元で確保する。 
 
47 キロ級ハイテンは、一般商船の船体構造用として、世界で最も高い強度を持つ鋼材であ
る。高靭性化により船舶の安全性を高めることに加え、鋼材量を節約し、船体が軽量化されるこ

とで、積載重量の増加を可能にする。現在、一般商船の船体構造に用いられている最も強度

の高い鋼材は、15年前に導入された 40キロ級の高強度鋼板であるが、船体の大型化に伴い、
鋼材の厚手化が進んでいる。一般的に厚手化・高強度化と靭性向上は相反するが、今回は独

自の製造技術で、従来にない高強度と高靭性を達成したものである。 
 
新日鉄はTMCP※4技術を駆使して開発した鋼材に対し、8000 トン超大型引張り試験による
実構造に近い状況での評価等、詳細な試験を行い、従来鋼にない優れた安全性を確認した。

これらの開発には、財団法人日本海事協会も参画した。一方、三菱重工は鋼材の特性を活か

した船体構造設計を行い、薄手化を含む板厚の最適化、および鋼材配置の適正化などにより、

船体構造のより高い安全性を実現した。 
 
一般に鋼材は、高強度化に従って溶接性は低下するが、開発鋼は 40 キロ級と同等の優れ
た溶接性※5を有していることも特長の一つ。また、三菱重工は新日鉄と日鐵住金溶接工業と共

同で開発した２電極VEGA®法※6を始めとし、実際の建造に即した多様な溶接試験を実施、最

適な溶接工法を確立した。この工法を適用することで従来鋼に比べ溶接部の強度、靭性、品

質ともに向上することも確認した。 
 
三菱重工は、高い信頼性を持つ 47 キロ級高強度鋼板に独自の設計・工法を組み合わせた
大型コンテナ船を投入していくことで、輸送効率、および省燃費化による環境負荷低減と、ワン

ランク上の船舶安全性とを求める顧客ニーズの高まりに確実に応えていく。 
新日鉄は本開発鋼の生産を通じ船舶の安全性向上に寄与するとともに、得られた技術を船

舶以外の用途にも展開し、一層の信頼性向上ニーズに応えていく。 



 
※1 ハイテン＝Higher Tensile Strength Steelの略。軟鋼に対して降伏応力の高い鋼板の
こと。 
降伏応力とは、材料に力が加わり変形した場合でも、永久変形が残らず元の形に戻る応

力の限界値のこと。 
キロ＝応力単位の略称でkgf/mm2を示す。 

     
※2 縦強度部材＝船体を一本の梁とみなした場合の曲げ強度を担う最重要部材のこと。船体
強度を確保する上で、基本となる構造部材。 

 

※3 靱
じん

性
せい

(ねばり)＝靱性が高いと、き裂を発生しにくくなるとともに、き裂伝播への抵抗力が向

上する。 
 
※4 TMCP＝Thermo-Mechanical Control Process 
   圧延とその後のオンラインでの水冷により、強度、靭性、および溶接性を同時に向上させ
る製造プロセス。 

 
※5 優れた溶接性＝高強度鋼板でも溶接部の靭性が良く、特別な処理(予熱作業など)も省略
できること。 

 
※6 ２電極VEGA®法＝垂直方向の効率の良い自動溶接法 
 
 
 

三菱重工業営業窓口：船舶・海洋事業本部 
建造事業所：長崎造船所 
お問い合わせ先：広報・ＩＲ部 広報グループ 中村・渡部 

                                       （０３－６７１６－２１６８） 
新日本製鐵営業窓口：厚板営業部 

製造事業所：大分製鐵所 
お問い合わせ先：総務部 広報センター 鈴木 

                                       （０３－３２７５－５０２１） 
以 上 


